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昨
年
の
夏
は
、
猛

暑
で
大
変
で
し
た
。

そ
の
反
動
で
し
ょ
う

か
、
こ
の
冬
は
、
雪

が
よ
く
降
り
ま
す
。

今
朝
起
き
た
ら
、
車

が
雪
で
埋
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

十
年
ぶ
り
の
豪
雪
で
す
。
鉄
道

も
運
休
で
す
。
必
死
の
思
い

で
、
職
場
に
着
き
ま
し
た
。
診

療
所
の
患
者
さ
ん
用
の
駐
車
場

の
除
雪
が
大
変
で
す
。
少
し
の

雪
な
ら
人
力
ス
ノ
ー
ダ
ン
プ
で

対
応
し
て
い
ま
す
。
で
も
、
夜

間
に
十
セ
ン
チ
以
上
降
り
積

も
っ
た
時
は
、
人
力
で
は
無
理

で
す
。
地
元
の
土
建
会
社
に
依

頼
し
て
、
除
雪
車
に
よ
り
、
除

雪
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

仕
事
は
、
力
強
く
、
早
く
て
、

き
れ
い
で
す
。
今
年
は
、
す
で

に
五
回
も
出
動
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
出
費
は
嵩
み
ま
す

が
、
安
全
の
た
め
に
必
要
な
こ

と
で
す
。

さ
て
、
通
常
国
会
が
始
ま
り

ま
し
た
。
来
年
度
予
算
の
審
議

が
始
ま
り
ま
す
。
主
権
者
と
し

て
、
医
療
者
と
し
て
、
関
心
を

持
ち
、
口
を
出
し
て
行
き
た
い

も
の
で
す
。
一
番
に
言
い
た
い

こ
と
は
、
消
費
税
ア
ッ
プ
は
、

弱
い
も
の
い
じ
め
。
止
め
る
べ

し
。
二
番
目
に
言
い
た
い
こ
と

は
、
ア
メ
リ
カ
の
戦
争
に
追
随

す
る
な
。
イ
ラ
ク
に
大
量
破
壊

兵
器
は
無
い
の
に
、
イ
ラ
ク
攻

撃
を
始
め
た
こ
と
を
、
忘
れ
て

は
い
け
な
い
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
は
泥
沼
状
態
、
女
性
、
子
ど

も
も
犠
牲
に
な
っ
て
い
る
。
も

し
か
し
て
、
次
は
日
本
周
辺

か
。
怖
い
話
で
す
。

み
な
さ
ん
は
菅
内
閣
を
、
ど

う
思
い
ま
す
か
。
柴
田
ト
ヨ
さ

ん
の
よ
う
に
、
く
じ
け
な
い

で
、
行
き
ま
し
ょ
う
。

在宅医療推進で 
　　　　　厚労省と懇談 

保団連北信越ブロック共同行動 

在宅医療推進で 
　　　　　厚労省と懇談 
来年の医療・介護の同時改定に向けて 

石川県保険医協会 

定期総会 第37回 
日時● 2011年3月12日（土） 

午後6時～午後9時 

会場● 金沢都ホテル 7階会議室 
金沢市此花町6番10号  電話076-261-2121

総会議事 
第一部 

午後6時～午後6時45分 
● 2010年度活動報告及び2011年度活動方針案 
● 2010年度決算報告及び2011年度予算案 
● 役員改選 
● 総会アピール 
● 特別功労者の表彰 

記念講演 
第二部 

午後7時～午後9時 

● 演題 社会的健康格差を正す 
● 講師 日本福祉大学教授、高齢者医療制度改革会議委員 

 近藤 克則 氏 

役員改選に関するご案内 
第37回定期総会では、任期満了に伴う役員改選を行います。当会理事会では

役員選考委員会を設けて、広く会員の皆様のご意見を募り、役員選考に反映さ
せたいと考えています。　 
総会では次の役員（会長：１名、副会長：若干名、理事：若干名、監事：２

名）を選出します。自薦、他薦、その他役員選考に関するご意見につきまして
は、２月末日までに書面にて当会事務局にお届けくださるようお願いします。 

保
団
連
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク

は
、
二
〇
一
〇
年
十
二
月
九

日
、「
在
宅
医
療
を
推
進
す
る

た
め
の
厚
労
省
と
の
懇
談
会
」

を
開
催
し
た
。
懇
談
は
、
森
ゆ

う
こ
参
議
院
議
員
（
民
主
党
・

新
潟
選
挙
区
）
の
仲
介
に
よ
り

実
現
し
、
参
議
院
議
員
会
館
内

の
会
議
室
に
て
開
か
れ
た
。
厚

労
省
か
ら
は
、
大
竹
輝
臣
（
老

健
局
老
人
保
健
課
）、
前
田
彰

久
（
保
険
局
医
療
課
）、
秋
月

玲
子
（
医
政
局
政
策
医
療
課
）

各
課
長
補
佐
に
出
席
い
た
だ
い

た
。石

川
協
会
か
ら
は
、
大
平
副

会
長
、
小
川
理
事
、
工
藤
事
務

局
長
の
三
人
が
出
席
し
、
新
潟

医
会
か
ら
高
畑
会
長
、
井
上
副

会
長
、
長
野
協
会
か
ら
野
口
常

任
理
事
、
そ
の
他
北
信
越
ブ

ロ
ッ
ク
全
体
と
し
て
役
員
・
事

務
局
員
合
わ
せ
て
十
四
人
が
出

席
し
た
。
ま
た
、
森
ゆ
う
こ
議

員
に
も
同
席
い
た
だ
き
、
貴
重

な
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い

た
。今

回
の
懇
談
会
は
、
昨
年
秋

の
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
に
お

い
て
と
り
ま
と
め
た
「
在
宅
医

療
を
推
進
す
る
た
め
に
必
要
な

改
善
項
目
」
に
つ
い
て
、
厚
労

省
と
の
間
で
意
見
交
換
す
る
こ

と
を
目
的
に
行
わ
れ
た
も
の

で
、
保
険
医
協
会
会
員
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
医
療
現
場
の
切
実
な

実
態
を
踏
ま
え
、
改
善
が
必
要

と
思
わ
れ
る
事
項
に
つ
い
て
、

来
年
の
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬

同
時
改
定
に
是
非
と
も
反
映
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
強
く
訴

え
た
。

改
善
項
目
の
主
な
内
容
は
、

①
医
療
保
険
と
介
護
保
険
の
給

付
調
整
に
係
る
こ
と
（
要
介
護

認
定
・
要
支
援
認
定
を
受
け
た

被
保
険
者
に
対
す
る
医
療
系
居

宅
サ
ー
ビ
ス
に
つ
き
介
護
保
険

か
ら
医
療
保
険
の
給
付
に
戻
す

こ
と
）
②
往
診
・
訪
問
診
療
・

在
宅
時
医
学
総
合
管
理
料
に
係

る
こ
と
（「
同
一
建
物
居
住
者
」

に
係
る
訪
問
診
療
料
の
問
題
、

往
診
翌
日
の
訪
問
診
療
の
算

定
、
在
宅
時
医
学
総
合
管
理
料

に
包
括
さ
れ
て
い
る
投
薬
と
在

宅
寝
た
き
り
患
者
処
置
指
導
管

理
料
の
算
定
を
可
能
に
、
な

ど
）
③
訪
問
看
護
等
に
係
る
こ

と
（
急
性
増
悪
時
の
頻
回
訪
問

の
対
象
患
者
拡
大
、
訪
問
看
護

時
の
皮
下
・
筋
肉
内
注
射
、
静

脈
内
注
射
な
ど
の
薬
剤
料
の
算

定
を
可
能
に
、
な
ど
）
④
在
宅

療
養
指
導
管
理
料
等
に
係
る
こ

と
（
在
宅
寝
た
き
り
患
者
処
置

指
導
管
理
料
を
一
般
処
置
・
泌

尿
器
科
処
置
・
整
形
外
科
的
処

置
・
栄
養
処
置
の
四
つ
に
区
分

し
併
算
定
を
可
能
に
、
栄
養
処

置
に
用
い
る
栄
養
管
セ
ッ
ト
の

材
料
加
算
の
新
設
、
な
ど
）
で

あ
り
、
最
後
に
在
宅
に
お
け
る

胃
瘻
カ
テ
ー
テ
ル
の
交
換
に
つ

い
て
、
画
像
診
断
又
は
内
視
鏡

で
な
く
て
も
ス
カ
イ
ブ
ル
ー
法

等
で
交
換
後
の
安
全
確
認
が
で

き
れ
ば
算
定
可
能
と
す
る
よ

う
、
研
究
論
文
な
ど
を
も
と
に

当
協
会
の
小
川
理
事
か
ら
強
い

訴
え
が
あ
っ
た
。

北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
と
し
て

は
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
厚
労

省
と
の
懇
談
の
機
会
を
設
け
、

第
一
線
医
療
の
現
場
で
日
々
診

療
に
当
た
っ
て
い
る
会
員
の
先

生
方
の
思
い
を
伝
え
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
際
に

は
、
そ
の
「
思
い
」
を
よ
り
具

体
的
に
訴
え
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
現
在
、
会
員
の
皆
さ
ん

へ
の
在
宅
医
療
に
係
る
ア
ン

ケ
ー
ト
の
実
施
に
つ
い
て
検

討
・
準
備
を
始
め
て
い
る
。
来

年
の
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
の

同
時
改
定
を
医
師
・
患
者
に

と
っ
て
実
り
あ
る
も
の
に
す
る

た
め
、
引
き
続
き
会
員
各
位
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

厚労省（正面３人）に対し、在宅医療を推進するための改善要求をする保団連
北信越ブロック役員・事務局員　　　　　　　（写真右奥が石川協会小川理事）
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一
九
九
六
年
に
指
導

大
綱
が
改
定
さ
れ
、
高

点
数
を
選
定
理
由
と
す

る
集
団
的
個
別
指
導
等

が
始
ま
っ
た
。
新
制
度

の
恣
意
的
な
選
定
を
排

除
し
機
械
的
に
選
定
す
る
と
の
趣
旨

に
は
多
少
の
納
得
感
が
あ
っ
た
が
、

当
初
よ
り
予
測
さ
れ
た
医
療
機
関
の

萎
縮
診
療
へ
の
誘
導
や
患
者
へ
の
悪

影
響
は
見
事
に
現
実
の
も
の
と
な
っ

た
。
ま
た
、
在
宅
診
療
を
中
心
と
す

る
医
療
機
関
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

必
然
的
に
高
点
数
と
な
ら
ざ
る
を
得

な
い
診
療
形
態
が
多
く
な
り
、
現
行

選
定
法
の
不
合
理
さ
は
も
は
や
容
認

で
き
ぬ
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

地
方
厚
生
局
発
足
後
、
徐
々
に
指

導
監
査
の
権
限
が
厚
生
局
に
集
中
・

強
化
さ
れ
て
き
た
が
、
昨
年
の
九
月

に
指
導
官
が
収
賄
で
逮
捕
さ
れ
た
こ

と
を
機
に
、
厚
生
労
働
省
の
指
導
・

監
査
検
討
チ
ー
ム
が
中
間
報
告
書

（
平
成
二
十
二
年
十
二
月
）
を
出
し

た
。
指
導
大
綱
・
監
査
要
綱
の
見
直

し
案
を
取
り
ま
と
め
た
の
で
あ
る
。

報
告
書
に
よ
る
と
、
選
定
方
法
の

見
直
し
が
打
ち
出
さ
れ
た
こ
と
や
指

導
監
査
に
関
す
る
各
種
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
整
備
、
事
務
処
理
の
標
準
化
へ
の

取
り
組
み
な
ど
に
は
幾
分
か
の
期
待

感
が
持
て
る
。
し
か
し
、
処
分
を
前

提
と
し
た
監
査
方
式
を
個
別
指
導
に

持
ち
込
ん
で
い
る
現
状
を
追
認
強
化

す
る
案
も
浮
上
し
て
い
る
の
は
問
題

で
あ
る
。

そ
も
そ
も
指
導
大
綱
の
精
神
は
、

明
治
憲
法
下
の
大
正
時
代
に
そ
の
起

源
が
あ
り
、
人
権
を
重
視
す
る
現
行

憲
法
と
は
相
い
れ
な
い
点
が
あ
っ

た
。
実
際
、
個
別
指
導
の
現
場
で
は

行
政
手
続
法
に
則
っ
た
手
法
が
確
保

さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
現
実
が

あ
る
。
行
政
手
続
法
に
よ
れ
ば
、
指

導
は
受
け
る
側
の
任
意
の
協
力
に

よ
っ
て
の
み
行
わ
れ
、
指
導
を
受
け

る
こ
と
に
よ
り
不
利
益
を
被
る
も
の

で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
自
分
の
診
療
理
念
・
技

術
は
お
ろ
か
人
格
ま
で
も
全
否
定
さ

れ
た
と
の
「
屈
辱
感
」
を
吐
露
す
る

個
別
指
導
経
験
者
は
後
を
絶
た
な
い

か
ら
で
あ
る
。

上
記
の
認
識
の
も
と
、
わ
れ
わ
れ

は
選
定
方
法
ば
か
り
で
な
く
集
団
的

個
別
指
導
そ
の
も
の
を
撤
廃
す
る
こ

と
、
新
規
指
導
や
個
別
指
導
で
は
本

来
の
教
育
的
指
導
に
徹
す
る
こ
と
を

強
く
求
め
る
。
加
え
て
、
健
康
保
険

法
上
は
ま
っ
た
く
根
拠
が
な
く
、
保

険
局
長
通
知
で
あ
る
指
導
大
綱
に
も

明
記
が
な
く
、
単
に
課
長
通
知
が
あ

る
に
す
ぎ
な
い
「
自
主
返
還
」
と
い

う
悪
し
き
慣
行
の
撤
廃
も
要
求
す

る
。厚

労
省
に
は
、
経
済
的
な
側
面
ば

か
り
を
重
視
す
る
こ
と
な
く
、
医
療

従
事
者
の
権
利
を
守
り
、
患
者
の
権

利
も
守
ら
れ
る
改
善
策
を
強
く
求
め

る
も
の
で
あ
る
。

患
者
の
権
利
を
守
る
た
め
に 

集
団
的
個
別
指
導
の
撤
廃
を 

患
者
の
権
利
を
守
る
た
め
に 

集
団
的
個
別
指
導
の
撤
廃
を 

™™™™日ごろの疑問の解決のために™™™™

なんでも学術 ！ なんでも回答？ 
よろず勉強会 

なんでも学術 ！ なんでも回答？ 
よろず勉強会 

なんでも学術 ！ なんでも回答？ 
よろず勉強会 

保険医協会会員（参加は無料、定員は先着30人とさせていただきます） 

永井　幸広先生
ゆき　ひろ なが　  い 

金沢都ホテル 5階 会議室
（JR金沢駅東口正面） 

ながい内科クリニック・院長 

対　象対　象

申込み申込み

講　師 講　師 

と　き と　き 

と こ ろ と こ ろ 

メイン 
テーマ 
日常診療における糖尿病治療と 
　　　　　　　　 インスリン導入 

主催 ： 石川県保険医協会
電話：076（222）5373　FAX：076（231）5156 

２０１1年3月23日（水）午後７時半～午後９時 
 

3月15日まで
（講師の先生への質問がある場合は、3月10日までにFAXでお申し込みください） 

第16回 

第2休業保障
病気やケガで診療できなくなったときのために 

受付
期間 2月1日～2月28日

石川県保険医協会 共済部  TEL：076（222）5373  FAX：（231）5156
取扱団体：保団連北信越ブロック　取扱代理店：（有）ヒポクラテス 

お問い合せは

加入資格
保険医協会の会員で、現在健康で業務に従事 
されている方 

保険金額
補償月額　1口 10万円（30口まで） 
給付期間　2011年4月1日より1年間 

免責期間　4日間または7日間 

1口あたり掛金

加入年齢 7日間 
25～29歳 950円 
30～34歳 1,170円 
35～39歳 1,460円 
40～44歳 1,820円 
45～49歳 2,180円 
50～54歳 2,520円 
55～59歳 2,700円 
60～64歳 2,840円 
65～69歳 3,410円 
70～74歳 5,680円 

免責期間 

※「加入年齢」とは、本年4月1日現在の満年齢のことをいいます。 
※既加入の方は4日への変更が可能です（ただし告知が必要です）。 

ケガや病気は思いもかけないときにやってきます。そんな時、万一の
備えさえあれば、安心して治療に専念できます。 
第2休業保障は「保険医休業保障制度」を補完する制度です。その「休

保」は昨年の保険業法の再改正により、早ければ今秋より新規や増口の
お申し込みをお受けすることができるようになる見込みです。 
しかし満口加入であったり、年齢オーバーや既往症などにより加入で
きないという先生方は、この第2休業保障をぜひご検討ください。 

告知は診査
なし

月額300
万円

まで補償
既往症が

あっても

告知すれば
加入できま

す
保険料は

法人負担
で損金に74歳まで

加入可

保険料の
20％

が戻る
就業不能

5日めから
補償

告知は診査
なし

月額300
万円

まで補償
既往症が

あっても

告知すれば
加入できま

す
保険料は

法人負担
で損金に74歳まで

加入可

保険料の
20％

が戻る
就業不能

5日めから
補償

※加入で
きない疾

病もあり
ます 

　（例：糖
尿病） 

※個人事
業主が加

入者の場
合は 

　必要経
費不可 

※満75
歳になっ

た後の 

　3月末
で脱退 

※免責4
日と7日の

どちらか
を 

　選択で
きます ※1年間

保険金請
求がない

場合 

※加入で
きない疾

病もあり
ます 

　（例：糖
尿病） 

※個人事
業主が加

入者の場
合は 

　必要経
費不可 

※満75
歳になっ

た後の 

　3月末
で脱退 

※免責4
日と7日の

どちらか
を 

　選択で
きます ※1年間

保険金請
求がない

場合 

※詳しくはパンフレットをご覧ください。 

こんな先生に 
　最適です 

・60歳で、保険医休業保障が8口→5口に減口になった先生 
・70歳で、保険医休業保障が5口→3口に減口になった先生 

4日間 
1,080円 
1,330円 
1,570円 
1,960円 
2,280円 
2,650円 
2,780円 
2,920円 
3,500円 
5,840円 

囲

解
答

碁
6

45

7
32

1
（
問
題
は
６
面
に
あ
り
ま
す
） 

黒
1
か
ら
3
と
打
つ
の
が
好
手
段
。

白
4
に
黒
5
、
7
で
黒
生
き
で
す
。
黒

1
で
4
は
白
1
で
黒
死
。
白
2
で
3
な

ら
黒
2
で
黒
生
き
で
す
。
 

本紙 1 月（新年）号の座談会記事に下記の間違いがありました。

訂正してお詫び致します。（編集部）

● 12 面の下から 2段目、左から 18 行目の「糖尿病」を「精神病」に

訂正。

● 12 面の下から 2段目、左から 15 行目の「歩兵」を「歩平」に訂正。

訂正とお詫び

「
数
独
」
の
解
答

８
＋
５
で
、答
え
は「
13
」

（
問
題
6
面
）

 新年号クロスワードパズルの答えとお礼 

答え　オンダンカボウシ 
多数のご応募ありがとうございました。厳正なる抽選を行い、５人の方に

図書カードをお送りしました。なお、ご記入いただきました新年号へのご意
見、励まし、ありがとうございました。今後とも、読まれる、役立つ機関紙
作りに努力しますので、よろしくお願い致します。（編集部） 
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連
絡 

紹
介 

訪
問
診
療 

訪問歯科診療ネットワークのご案内 
歯科の訪問診療をご利用下さい。 
石川県保険医協会歯科部は歯科訪問診療に対する社会的要求と歯科医として

の責務を考え、医科会員の協力のもとに1996年７月に石川県では初めての「歯

科の訪問診療システム」を立ち上げました。その活動は現在までに140件を超

える実績を積み上げてきました。 

通院困難な患者さんに対し、今後さらにより良いサービスを提供していきた

いと思っていますが、それには今までに増して、在宅や病院、施設などの患者

と直に接している主治医や保健師、介護職員、訪問看護ステーションの看護師

などの医療・介護関係者の理解と協力が欠かせません。 

義歯、虫歯、歯周病、口臭、口腔乾燥など「歯のこと」で患者さんが我慢し

たり、遠慮したりすることがないよう、関係者の皆様のご協力をお願いいたし

ます。 

歯科の訪問診療をご希望の方は、保険医協会にご相談ください。 

病　　　　　　院 

施　　　　　　設 

主 　 治 　 医  

訪問看護ステーション 

患　　　　　　者 

（受付） 

 

石川県保険医協会 

 訪問歯科診療 
ネットワーク （　　　） 

患　　者 登　　録 
歯科医師 

病院・施設・訪問看護ステーション等の皆様へ 

¡患者さんに「訪問歯科診療ネットワーク」の存在をお知らせ下さい。 

¡患者さんにかわって、ネットワークへの依頼をお願いします。 

歯科会員の皆様へ 

¡ネットワークへの登録をお願いします。登録をご希望の先生は保険医協会

までご連絡ください。 

石川県保険医協会／TEL 076-222-5373　FAX 076-231-5156　〒920-0902  金沢市尾張町2丁目8番23号（太陽生命金沢ビル8F） 

歯科訪問診療の更なる推進のために 
歯科訪問診療料の算定対象者については、点数表通知に「常時寝た

きりの状態等であって」との文言があるために、石川県下の歯科医療

機関においては対象者を必要以上に狭く解釈している傾向があるよう

です。 

しかし、点数表通知では「常時寝たきりの状態『等』」とあるように、

対象者を常時寝たきりの状態には限定していません。参考とするべき

「歯科訪問診療における基本的考え方」（平成16年日本歯科医学会）に

おいても、歯科訪問診療対象患者の範囲は下記に示す通り、あくまで

通院困難な患者であることが明記されています。 

また、厚生労働省は平成14年５月１日付の疑義解釈通知において、「通

院困難な患者が緊急の治療、検査等のため病院等での治療を必要とし、

医療機関に搬送されたような場合など、医療機関で外来診療を受けた

場合であっても、歯科訪問診療の対象となる場合もあり、通院困難で

あるか否かは、必要に応じ個々の症例毎に適正に判断していくもので

ある」と回答しています。 

以上の点から、医療機関での外来診療やデイケア、デイサービスの

利用等があるだけで、一律に歯科訪問診療の対象外と判断するべきで

はなく、通院困難な患者であるか否かは、歯科医師が個々の症例毎に

判断していくものと解すべきです。 

 

●診療報酬の算定方法の一部改正に伴う実施上の留意事項について（保

医発0305 第1号平成22年3月5日） 

C000　歯科訪問診療料 

（１）歯科訪問診療は常時寝たきりの状態等であって、在宅等におい

て療養を行っており、疾病、傷病のため通院による歯科治療が困難

な患者を対象とし、療養中の当該患者の在宅等から屋外等への移動

を伴わない屋内で診療を行った場合に限り算定できる。なお、歯科

訪問診療を行うに当たっては、「歯科訪問診療における基本的考え方」

（平成16年日本歯科医学会）を参考とすること。 

 

●「歯科訪問診療における基本的考え方」（平成16年日本歯科医学会） 

１．歯科訪問診療対象患者の範囲 

通院困難な患者を対象とする。 

寝たきり状態の者のみならず、心身障害の状態等が医学的に困難

な者も含まれる。 

個々の患者に合った、歯科医学的に最適な治療を医科の主治医と

相談して行うべきである。 

訪問歯科診療の利用者の方からの寄稿 

・・・卒寿の雑感・・・ 
食事ができるようになって 

わたしは、大正９年生まれの90歳です。今は介護保険の訪問看護

療養を受け、ベッドに横たわり、歩行器でどうにか動ける状態です。

週２回自宅の風呂でのサービスを受け、身体の清潔保持ができるこ

とに感謝し、湯上りに冷茶を飲み、至福のひとときを感じていると

ころです。 

さて、平成20年８月のことですが、20年前に上下とも総入れ歯と

なり、加齢とともに噛み合せが悪くて、奥歯が痛く食事ができない

時、訪問看護師に話したところ「良い歯科医さんを紹介しましょう」

と、２、３日後、訪問歯科診療を受けました。簡単な治療で、すぐ

食事もとられるようになり、大変助かりました。 

季節はめぐり、毎年、年の瀬には、今年あの世へ旅立った友人、

知人を思い、自分がとり残されていることに一抹の寂しさを覚える

のです。また反面、この世に生かされてこそ経験しうること、わが

町の市制実現、首都圏への新幹線の開業など、明るいニュースは正

に素晴らしいことと思っています。 

訪問歯科診療ネットワークの存在を知ったのは、数年前に神経難

病の方を担当し、訪問歯科が必要になった時です。仲間と相談して

もその地域の状況は分からなかったのですが、『病院マップ』の１ペ

ージ目に「訪問歯科診療のご案内」があることに気がつき、本人様

ご家族と相談の上、電話をかけてみました。 

窓口の方に本人の情報を渡したところ、訪問歯科診療ネットワー

クから、その日のうちに地域の難病の患者さんに理解がある先生に

連絡を取ってもらい、訪問していただきました。ご家族からすぐに

電話があり「まっこと親切な先生と看護師さんが来てくれて助かった。

ありがとう」と言われ、その後は訪問歯科診療が必要な時には安心

してお願いできるようになりました。 

せっかくこのような体制があっても、存在を知らずに自分で探そ

うと苦労している関係者が多いと思いますので、さらに広く広報し

ていただくことを希望しております。 

あおいとりケアサービス・ケアマネジャー（岡野） 

訪問歯科診療仲介の立場からの寄稿 

ご家族から喜ばれて 
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の 服 部 真 理事 
（金沢市・産業医療科） 

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
の
概
要

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
は
、
こ
の
数
十
年
間
、

Ａ
ソ
連
型
（H

1N
1

）、
Ａ
香
港
型
（H

3N
2

）、

Ｂ
型
の
三
種
類
で
し
た
が
、
二
〇
〇
九
年
に
新
型

が
世
界
的
に
流
行
し
、
社
会
的
大
問
題
と
な
り
ま

し
た
。
新
型
と
い
っ
て
も
、
Ａ
ソ
連
型
と
同
じ

A
/H
1N
1

亜
型
の
一
種
で
、
懸
念
さ
れ
て
い
る
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（H

5N
1

）
と
比
べ
れ
ば
「
ほ

ん
の
ち
ょ
っ
と
だ
け
新
型
」
で
し
た
。
正
式
名
は

「A
/H
1N
1

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク2009

（
以
下pdm

2009

）」
で
、
ワ
ク
チ
ン
や
抗
体
検
査
に
は
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
で
分
離
さ
れ
た
株
を
使
用
し
て
い
ま

す
。pdm

2009

の
流
行
に
よ
っ
て
同
種
の
Ａ
ソ

連
型
は
姿
を
消
す
と
さ
れ
て
お
り
、
ソ
ビ
エ
ト
連

邦
崩
壊
後
十
八
年
で
「
ソ
連
」
の
名
は
現
役
を
引

退
す
る
よ
う
で
す
。

pdm
2009

は
二
〇
一
〇
年
八
月
ま
で
に
全
世

界
で
二
百
十
四
の
国
と
地
域
に
広
が
り
、
一
万
八

千
人
以
上
が
死
亡
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
正

確
な
統
計
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
本
の
推
計
患
者
数
は
、
二
〇
一
〇
年
八
月
ま

で
に
二
千
百
万
人
で
、
従
来
の
年
平
均
患
者
数
の

約
一
千
万
人
や
過
去
十
年
間
で
最
高
で
あ
っ
た
二

〇
〇
四
／
〇
五
年
の
千
七
百
七
十
万
人
を
も
大
幅

に
超
え
ま
し
た
。
流
行
後
（
二
〇
一
〇
年
十
二
月
）

の
抗
体
保
有
率
を
見
る
と
、
十
歳
代
六
五
％
、
五

│
九
歳
と
二
〇
│
二
四
歳
が
五
五
％
、
二
五
│
四

九
歳
三
〇
│
四
〇
％
で
、
四
歳
以
下
と
五
〇
歳
以

上
は
一
三
│
二
四
％
で
し
た
。
こ
れ
を
人
口
に
当

て
は
め
る
と
、
推
計
患
者
数
の
約
二
倍
、
四
千
万

人
以
上
が
感
染
し
た
よ
う
で
す
。

入
院
率
は
人
口
十
万
人
あ
た
り
二
・
九
と
医
療

統
計
が
あ
る
国
の
中
で
最
も
低
く
、
死
亡
も

二
百
三
人
（
人
口
十
万
人
あ
た
り
〇
・
一
五
）
で
、

例
年
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
死
亡
数
約
一
千
人
よ
り

大
幅
に
少
な
く
な
り
ま
し
た
（
国
立
感
染
症
研
究

所
、h

ttp
://id

sc.n
ih
.g
o.jp
/iasr/31/367/

dj3671.htm
l

）。pdm
2009

に
よ
る
正
確
な
超
過

死
亡
は
ま
だ
計
算
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
過
去
の

平
均
が
年
一
万
三
千
人
（
超
過
死
亡
率
人
口
十
万

人
あ
た
り
一
・
五
〜
〇
・
五
、
国
立
保
健
医
療
科

学
院
の
逢
見
憲
一
ら
）
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
そ
れ
よ
り
大
幅
に
少
な
く
な
る
こ
と
は
間
違

い
な
さ
そ
う
で
す
（
図
）。

二
〇
〇
九
／
一
〇
年
の
大
騒
ぎ
は
何
だ
っ
た
の
か

近
年
社
会
問
題
と
な
っ
た
自
殺
の
急
増
（
十
三

年
連
続
三
万
人
超
）、
ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
中
皮

腫
の
急
増
（
四
十
年
間
で
十
万
人
）、
感
染
症
で

は
、
毎
年
二
千
人
を
超
え
る
結
核
死
亡
や
、
毎
年

百
人
近
い
Ｈ
Ｉ
Ｖ
死
亡
な
ど
と
比
べ
る
と
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
死
亡
危
険
は
小
さ
な
リ
ス
ク
で
し

た
。
圧
倒
的
多
数
が
短
期
間
で
自
然
治
癒
す
る
こ

と
を
考
慮
す
る
と
、
罹
患
に
よ
る
社
会
コ
ス
ト
も

極
め
て
小
さ
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
大
騒
ぎ
を
し
た
原
因
は
、

「
新
型
」
と
い
う
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
混
乱
す

る
ネ
ー
ミ
ン
グ
を
し
た
こ
と
と
、
リ
ス
ク
を
定
量

的
に
考
え
ず
「
い
つ
強
毒
化
す
る
か
分
か
ら
な
い
」

な
ど
と
、
非
科
学
的
リ
ス
ク
評
価
を
し
た
こ
と
が
、

パ
ニ
ッ
ク
的
対
応
の
原
因
と
思
わ
れ
ま
す
。

感
染
症
に
関
す
る
基
礎
知
識
の
な
い
政
治
家
や

マ
ス
コ
ミ
は
や
む
を
得
な
い
に
し
て
も
、
可
能
性

が
ゼ
ロ
か
ど
う
か
と
い
う
議
論
で
は
な
く
、
リ
ス

ク
を
定
量
化
し
て
蓋
然
性
を
議
論
す
る
と
い
う
視

点
が
な
い
感
染
症
専
門
家
が
多
数
い
ま
し
た
。
一

部
の
専
門
家
は
、
行
き
過
ぎ
た
対
応
や
そ
れ
に
よ

る
人
権
侵
害
に
警
告
を
発
し
ま
し
た
が
、
感
染
症

予
防
法
に
よ
る
強
制
力
を
伴
う
国
の
指
示
に
、
多

く
の
国
民
や
医
師
も
従
わ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で

し
た
。

死
亡
率
地
域
差
の
原
因

流
行
当
初
か
ら
、
死
亡
率
に
大
き
な
地
域

差
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

日
本
感
染
症
学
会
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対

策
委
員
会
（http://w

w
w
.kansensho.or.

jp
/
in
fl
u
e
n
z
a
/
1
0
1
2
0
2
_
th
in
k
in
g
.

htm
l#
1

）
に
よ
れ
ば
、
各
国
の
人
口
十
万

対
死
亡
率
は
、
米
国
三
・
九
六
（
参
考
値
）、

カ
ナ
ダ
一
・
三
二
、
メ
キ
シ
コ
一
・
〇
五
が

高
く
、
低
い
の
は
英
国
〇
・
七
六
、
韓
国

〇
・
五
三
、
フ
ラ
ン
ス
〇
・
五
一
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
〇
・
四
六
、
ド
イ
ツ
〇
・
三

一
、
日
本
〇
・
一
六
で
、
国
に
よ
り
死
亡
率

に
十
倍
以
上
の
大
き
な
差
が
あ
り
ま
す
。

死
亡
率
は
罹
患
率
×
致
死
率
で
す
が
、
発

表
さ
れ
て
い
る
感
染
率
（
流
行
後
の
抗
体
保

有
率
）
は
英
国
よ
り
日
本
が
高
い
た
め
、
死

亡
率
の
差
は
致
死
率
に
大
き
な
差
が
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

死
亡
率
は
、
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
性
と
毒
性

（agent

）、
人
間
の
状
態
（host

）、
環
境

（environm
ent

）
の
三
要
素
で
決
ま
り
ま

す
。
各
国
で
検
出
さ
れ
たpdm

2009

の
遺

伝
子
に
差
は
な
い
の
で
、
死
亡
率
の
差
は
人

間
の
状
態
と
環
境
の
差
で
す
。
米
国
Ｃ
Ｄ
Ｃ
は
、

北
米
や
南
半
球
の
先
住
民
（
黄
色
人
種
）
の
死
亡

率
が
、
他
の
民
族
よ
り
四
倍
高
い
と
報
告
し
て
い

ま
す
が
、
そ
の
原
因
は
人
種
そ
の
も
の
で
は
な
く
、

糖
尿
病
な
ど
の
ハ
イ
リ
ス
ク
疾
患
有
病
率
、
貧
困
、

医
療
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
違
い
を
挙
げ
て
い
ま
す

（h
ttp
:/
/
w
w
w
.n
p
o
-b
m
sa
.o
rg
/
w
f1
2
5
.

shtm
l

）。

日
本
の
死
亡
率
が
低
い
主
因
は
、
ハ
イ
リ
ス
ク

疾
患
有
病
率
や
貧
困
者
が
メ
キ
シ
コ
や
米
国
な
ど

よ
り
相
対
的
に
少
な
く
、
医
療
ア
ク
セ
ス
が
良
い

こ
と
に
加
え
て
、
日
本
で
は
人
口
構
成
割
合
が
大

き
い
高
齢
者
へ
の
感
染
が
少
な
か
っ
た
こ
と
で

す
。
高
齢
者
の
一
部
が
持
っ
て
い
た
ス
ペ
イ
ン
風

邪
の
抗
体
がpdm

2009

抗
体
と
類
似
し
て
い
た

こ
と
、
医
療
機
関
や
施
設
で
の
感
染
防
止
策
の
効

果
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
他
国
で
は
妊
婦
の
重

症
化
や
死
亡
が
み
ら
れ
ま
し
た
が
、
日
本
で
は
死

亡
も
重
症
例
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

元
々
、
多
く
の
病
気
で
地
域
や
国
に
よ
る
死
亡

率
の
差
が
観
察
さ
れ
、
こ
の
連
載
で
紹
介
し
た
よ

う
に
、
そ
の
原
因
の
大
部
分
は
貧
困
や
格
差
に
関

連
し
た
社
会
的
要
因
で
す
。
流
行
当
初
に
メ
キ
シ

コ
の
死
亡
率
が
報
告
さ
れ
た
際
に
、
日
本
で
の
死

亡
率
が
そ
れ
を
大
幅
に
下
回
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は

当
然
予
測
で
き
ま
し
た
。

p
d
m
2
0
0
9

対
策
か
ら
の
教
訓

人
口
の
大
部
分
が
抗
体
を
持
た
ず
、
接
触
感
染

だ
け
で
な
く
飛
沫
感
染
し
、
軽
症
者
や
治
癒
後
の

配
菌
（
ウ
イ
ル
ス
）
者
が
多
いpdm

2009

の
よ

う
な
感
染
症
の
場
合
、
検
閲
や
隔
離
で
流
行
を
防

ぐ
こ
と
は
有
効
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
流
行
を
遅
ら

せ
対
策
の
時
間
を
稼
ぐ
た
め
に
、
感
染
し
や
す
い

環
境
で
あ
る
人
の
移
動
や
集
ま
り
、
空
気
の
乾
燥

な
ど
を
減
ら
す
こ
と
は
効
果
が
あ
り
ま
す
が
、
社

会
機
能
と
の
関
係
で
検
討
す
べ
き
で
す
。

最
も
重
要
な
こ
と
は
、
早
期
に
ハ
イ
リ
ス
ク
を

特
定
し
、
ハ
イ
リ
ス
ク
者
に
対
す
る
支
援
を
充
実

さ
せ
る
こ
と
で
す
。
そ
の
際
、
種
々
の
疾
患
保
有

者
に
加
え
て
、
貧
困
者
な
ど
社
会
的
ハ
イ
リ
ス
ク

者
に
対
す
る
支
援
が
重
要
で
す
。
保
険
料
滞
納
世

帯
に
対
す
る
保
険
証
発
行
な
ど
、
貧
困
世
帯
に
対

す
る
保
健
医
療
支
援
は
有
効
な
施
策
で
す
。

ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
は
次
回
取
り
上
げ
ま
す
。

感
染
症
と
公
衆
衛
生  

　
二
〇
〇
九
年
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
場
合 

感
染
症
と
公
衆
衛
生  

　
二
〇
〇
九
年
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
場
合 

第14回 
公
衆
衛
生
の
観
点
か
ら
感
染
症
対
策
を
考
え
る
時
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
は
実
に
教

訓
的
で
し
た
。

一
人
の
死
亡
も
百
万
人
の
死
亡
も
当
事
者
に
と
っ
て
の
苦
し
み
は
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
公
衆

衛
生
対
策
は
、
発
症
者
や
死
亡
者
を
ゼ
ロ
に
で
き
な
け
れ
ば
ダ
メ
と
い
う
立
場
は
と
り
ま
せ

ん
。
公
衆
衛
生
の
目
標
は
、
す
べ
て
の
人
々
の
健
康
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
指
標
と
し
て
、
人

口
寄
与
危
険
（
二
〇
一
〇
年
八
月
号
）
の
減
少
を
重
視
し
ま
す
。

超過死亡 コラム 

原死因がインフルエンザであるものだけでなく、インフルエンザ流行がなければ回

避できたであろう死亡（超過死亡）が国際的にインフルエンザによる死亡とされてい

る。超過死亡の推定は、人口動態統計の公表まで待たなくてはならないため、より早

くインフルエンザによる影響を知るために、1999年度から厚生労働省健康局結核感

染症課によって、東京都特別区および政令指定都市において、「インフルエンザ関

連死亡迅速把握」事業が行われている。この事業では、総死亡ではなく、インフルエ

ンザと肺炎による死亡数を元にしており、死亡届の死因のいずれかにインフルエンザ

あるいは肺炎の記載がある死亡者数が登録され、その解析結果は国立感染症研究

所感染症情報センターのホームページ（http://idsc.nih.go.jp/disease/influenza/ 

inf-rpd/index-rpd.html）で公開されている（図）。 
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在宅
医療
在宅
医療

６２

訪
問
診
療
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
・
そ
の

介
護
者
諸
相
（
２
）

４０

吉
村
年
子
さ
ん 

（
仮
名
）
は
、

く
も
膜
下
出
血
の
後
遺
症
で
、

左
片
麻
痺
と
認
知
症
を
呈
し
て

い
ま
す
。
く
も
膜
下
出
血
で
倒

れ
て
六
年
に
な
り
ま
す
。
療
養

中
に
右
大
腿
骨
骨
折
を
起
こ

し
、
手
術
も
受
け
て
い
ま
す
。

食
事
摂
取
以
外
は
、
全
介
助
に

近
い
状
態
で
す
。

訪
問
診
察
の
日
は
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
の
日
に
重
な
り
、
お

伺
い
す
る
の
は
夕
方
五
時
過
ぎ

に
な
り
ま
す
。
デ
イ
か
ら
帰
っ

て
き
た
吉
村
さ
ん
は
、
ベ
ッ
ド

に
横
に
な
っ
て
い
ま
す
。「
吉

村
さ
ん
、
今
日
は
」
と
い
う

と
、
寝
た
ま
ま
こ
っ
ち
を
向
い

て
、
に
っ
こ
り
笑
み
を
返
し
て

く
れ
ま
す
。
何
と
も
い
い
笑
顔

で
す
。

夫
が
、
主
た
る
介
護
者
で

す
。
時
々
、
嫁
い
だ
長
女
さ
ん

が
見
に
き
て
い
ま
し
た
。
吉
村

さ
ん
の
家
は
、
息
子
さ
ん
一
家

と
二
世
帯
同
居
で
す
が
、
お
嫁

さ
ん
は
ま
っ
た
く
手
を
出
し
ま

せ
ん
。
訪
問
す
る
と
二
階
に
住

ん
で
お
ら
れ
る
お
嫁
さ
ん
の
足

音
な
ど
が
聞
こ
え
る
の
で
す

が
、
一
度
も
顔
を
見
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
夫
も
か
な
り
高

齢
で
、
い
わ
ゆ
る
老
老
介
護
で

す
。夫

が
手
指
の
多
関
節
炎
で
手

に
力
が
入
ら
ず
、
介
護
困
難
に

な
っ
た
時
期
が
あ
り
（
幸
い
、

そ
の
後
リ
ウ
マ
チ
科
の
診
断
で

少
量
の
ス
テ
ロ
イ
ド
で
症
状
は

改
善
し
ま
し
た
が
）、
そ
の
時

ほ
ど
お
嫁
さ
ん
に
ち
ょ
っ
と
手

伝
っ
て
も
ら
え
た
ら
と
思
っ
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
、
お
嫁
さ

ん
に
介
護
の
協
力
を
得
ら
れ
な

い
の
か
と
尋
ね
て
も
、
無
理
だ

と
の
返
事
で
す
。
そ
う
い
う
関

係
に
な
る
に
は
、
ど
う
い
う
過

去
が
あ
っ
た
ん
だ
ろ
う
か
と

思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

介
護
す
る
側
と
さ
れ
る
側
の

関
係
は
、
そ
れ
ま
で
の
長
い
両

者
の
関
係
に
規
定
さ
れ
て
い
る

と
思
わ
れ
ま
す
が
、
吉
村
さ
ん

夫
婦
と
お
嫁
さ
ん
と
の
関
係
は

分
か
り
ま
せ
ん
。

訪
問
す
る
と
、
一
般
診
察
を

し
た
後
、
ベ
ッ
ド
に
端
座
位
に

な
っ
て
も
ら
い
、
私
は
そ
の
横

に
並
ん
で
座
り
、
新
聞
の
見
出

し
を
読
ん
で
も
ら
い
ま
す
。
日

常
会
話
は
困
難
な
吉
村
さ
ん
で

す
が
、
新
聞
の
見
出
し
は
結
構

読
め
ま
す
。
声
を
出
し
て
読
ん

で
も
ら
い
、
上
手
く
読
め
る
と

「
読
め
ま
し
た
ね
」
と
、
看
護

師
共
々
声
を
そ
ろ
え
て
褒
め
る

と
、
吉
村
さ
ん
も
に
っ
こ
り
で

す
。
が
、
一
番
喜
ぶ
の
が
夫
で

す
。
破
顔
一
笑
と
い
う
べ
き
笑

顔
で
、「
読
め
た
ん
か
、
ハ
ッ

ハ
ッ
ハ
」
と
声
を
出
し
て
喜
び

ま
す
。
そ
れ
を
聞
い
た
吉
村
さ

ん
は
、
さ
ら
に
に
っ
こ
り
笑
顔

で
す
。

夫
は
、
そ
の
後
パ
ー
キ
ン
ソ

ン
症
候
群
と
認
知
症
の
症
状
が

出
て
き
て
、
吉
村
さ
ん
の
介
護

が
困
難
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

無
論
、
お
嫁
さ
ん
は
ノ
ー
タ
ッ

チ
で
す
。
つ
い
に
吉
村
さ
ん

は
、
特
養
に
入
居
と
な
り
ま
し

た
。
夫
は
要
介
護
認
定
を
受

け
、
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
に
入
っ
て

も
ら
い
、
生
活
を
維
持
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

食
事
を
ま
と
め
て
食
べ
て
し

ま
っ
た
り
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ

レ
へ
の
移
動
動
作
が
困
難
で
、

床
に
転
倒
し
て
失
禁
の
ま
ま
起

き
上
が
れ
な
か
っ
た
り
の
状
況

と
な
り
ま
し
た
。
お
嫁
さ
ん
が

ち
ょ
っ
と
手
伝
っ
て
く
れ
た
ら

な
あ
と
も
思
い
ま
し
た
が
、
結

局
、
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介

護
を
利
用
す
る
こ
と
で 

（
お
泊

ま
り
が
多
い
）、
生
活
を
維
持

し
て
い
ま
す
。
そ
の
小
規
模
多

機
能
施
設
は
、
吉
村
さ
ん
が

入
っ
た
特
養
と
同
じ
建
物
に
あ

り
ま
す
。
夫
を
そ
こ
で
診
察
し

た
後
、
特
養
の
吉
村
さ
ん
に
会

い
に
行
っ
た
と
き
も
、
夫
は
に

こ
に
こ
顔
で
吉
村
さ
ん
に
話
し

か
け
ま
す
。

現
在
は
過
去
を
映
す
鏡
な
の

で
し
ょ
う
。
良
い
人
間
関
係
の

継
続
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
痛

感
し
ま
す
。

2010年版 
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歯科訪問診療の手引き 
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学習障害（LD）もまた、近年になって急速に世

の中に普及した言葉、概念の一つと言えます。もと

もと医学的には、学習障害（LD ＝ Learning 

disorder）という言葉は主に①読字障害②算数障害

③書字表出障害の３つのことを指していました。い

ずれにおいても、知能が正常で目や耳の病気がある

わけでもないのに、①文字を読む能力だけ②計算す

る能力だけ、または、③字を書く能力だけ、が極端

に劣っている状態を表しています。原因はまだ解明

されていませんが、脳の特定の部位の機能異常であ

ると推測されています。

その一方で、現在日本でよく用いられている学習

障 害（LD） と い う 言 葉 は、 英 語 で は LD ＝

Learning disabilities と訳します。どちらも LD と

略すにもかかわらず、実はこの両者は微妙に違う

ニュアンスを持っています。

前者の LDが精神医学界で認められた医学用語で

あるのに対し、後者の LD ＝ Learning disabilities

の方は、わが国では 1999 年に旧文部省でその内容

が定義された、つまり教育界が出自の用語と言えま

す。その内容は「知的発達に遅れはないが、聞く、

話す、読む、書く、計算する、または推論する能力

のうち、特定のものの習得と使用に著しい困難を示

すさまざまな状態」というものです。

似ているようで違うのは、後者の方が「推論す

る」などという非常に漠然とした項目も含めること

で、学校の通常学級で授業についていけなくなる要

素すべてをひっくるめて「障害」と名付けようとし

ている点です。旧文部省が定めた LDの定義の中に

は「視覚障害、聴覚障害、知的障害、情緒障害など

の障害ではない」という条件も含まれていますが、

子どもたちにしてみれば、どちらにしても「障害」

と呼ばれるわけですから、大差ないと言えます。

以前にご紹介した、注意欠陥多動障害（ADHD）

にしても広汎性発達障害（PDD）にしても、子ど

もたちの個性、特性を理解する上での診断には意味

がありますが、授業についていけない子は、まるで

全部が「障害者」といったような乱暴な意味合いを

持つ「LD」という言葉を使用する時には、注意が

必要だと思います。

結局、大人たちがやるべきことは、（専用の教育

プログラムを準備することも含めて）子どもたち

個々の習熟スピードに合わせた教育を提供するこ

と、それから、例えば計算障害では、計算機を用い

ることで解決できないのか？書字障害のお子さんな

ら、パソコンのワープロ機能なら使用できないか？

など、社会に適応するための具体的な解決策を一緒

に模索することに尽きるのではないでしょうか。

また、「障害」の部分にばかりスポットライトを

当てるのではなく、

子どもたちの得意

分野を見つけて、そ

の部分がさらに伸

びるようサポート

することもまた、非

常に大切だと言え

ます。

辻　隆範（金沢市・小児科） 

解  説 第4回 第4回 

発達 
障害 
発達 
障害 
発達 
障害 
【6回シリーズ】 【6回シリーズ】 

学習障害（LＤ） 学習障害（LＤ） 学習障害（LＤ） 
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昨
年
十
月
か
ら
、
た
ば
こ
が
か
な
り
値
上
が
り
し
ま
し

た
。
こ
れ
を
機
に
、「
買
い
だ
め
す
る
派
」
と
「
禁
煙
す
る

派
」
に
分
か
れ
ま
し
た
。
個
人
的
に
は
一
箱
五
百
円
以
上
が

妥
当
だ
と
思
い
ま
す
が
、
皆
様
は
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
？

私
が
禁
煙
運
動
を
始
め
た
こ
ろ
は
、「
嫌
煙
権
」
を
振
り

か
ざ
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
「
喫
煙
権
」
と
の
衝
突
を
招

き
、
あ
ま
り
良
い
方
法
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
美
味
し

い
料
理
を
食
べ
て
い
る
横
で
喫
煙
さ
れ
る
こ
と
は
、
と
て
も

迷
惑
で
す
。
目
が
痛
く
、
せ
き
込
み
、
せ
っ
か
く
の
料
理
が

ま
ず
く
な
り
ま
す
。
喫
煙
者
も
煙
い
の
か
（
？
）、
副
流
煙

を
自
分
の
鼻
先
で
は
な
く
、
他
人
の
鼻
先
に
持
っ
て
く
る
喫

煙
者
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
困
っ
た
も
の
で
す
。

し
か
し
、
喫
煙
行
動
が
「
ニ
コ
チ
ン
依
存
症
」
に
よ
る
も

の
だ
と
理
解
し
て
か
ら
は
、
喫
煙
者
を
「
病
人
」
と
し
て
接

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
知
人
友
人
で
喫
煙
者
に
逢
う
と
、

タ
バ
コ
の
健
康
被
害
な
ど
を
繰
り
返
し
囁
き
、
同
時
に
禁
煙

し
た
時
の
効
用
を
話
し
ま
す
。
少
し
怖
い
話
を
し
、
ニ
コ
チ

ン
依
存
に
同
情
し
た
り
、
な
だ
め
た
り
、
す
か
し
た
り
し
て

い
る
う
ち
に
、
禁
煙
す
る
気
持
ち
が
で
き
て
き
ま
す
。
時
を

捉
え
て
、
一
気
に
禁
煙
外
来
に
来
て
い
た
だ
く
。
不
謹
慎
で

す
が
、
魚
釣
り
の
や
り
取
り
に
ど
こ
か
似
て
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
禁
煙
し
た
後
の
ケ
ア
が
と
て
も
大
切
で
す
。
逢
う
度
に

禁
煙
続
行
を
確
認
し
て
常
に
褒
め
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
人

間
褒
め
ら
れ
る
と
何
歳
に
な
っ
て
も
悪
い
気
が
し
ま
せ
ん
。

禁
煙
を
続
け
よ
う
と
思
う
も
の
で
す
。

話
が
少
し
ず
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
心
理
学
の
行
動
実
験

で
は
分
か
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
脳
科
学
実
験
で
も
「
面
白

い
こ
と
で
も
お
金
稼
ぎ
に
な
る
と
楽
し
め
な
く
な
り
、
自
発

的
な
や
る
気
が
低
下
す
る
」
こ
と
が
、
脳
の
活
動
変
化
と
し

て
裏
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
医
者
稼
業
も
楽
し
ん
で
、
趣
味
で

す
る
部
分
を
増
や
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
少
年
を

対
象
に
喫
煙
人
口
を
増
や
さ
な
い
よ
う
に
「
出
前
で
禁
煙
教

室
」
と
養
殖
事
業
、「
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
各
種
会
合
を

分
煙
に
」
と
、
大
物
釣
り
に
挑
戦
の
日
々
で
す
。
さ
て
、
皆

様
釣
っ
た
魚
に
え
さ
を
あ
げ
て
い
ま
す
か
？
禁
煙
支
援
と
同

様
に
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
が
大
事
で
す
。

二
〇
〇
九
年
七
月
二
十
日
、

本
船
は
南
鳥
島
に
接
近
し
ま
し

た
。
海
上
保
安
庁
、
気
象
庁
、

自
衛
隊
の
職
員
の
み
が
交
代
で

常
駐
し
て
い
て
、
通
常
は
一
般

の
人
は
近
づ
け
ま
せ
ん
。
本
土

か
ら
約
千
八
百
キ
ロ
も
離
れ
て

い
る
日
本
最
東
端
の
島
で
す
。

日
本
で
は
唯
一
太
平
洋
プ
レ
ー

ト
上
に
存
在
す
る
島
で
あ
り
、

広
大
な
排
他
的
経
済
水
域
が
確

保
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
初
は
予
定
に
な
か
っ
た
よ

う
で
す
が
、
船
内
に
急
病
人
が

出
て
空
輸
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
事
情
が
発
生
し
、
こ
の
海
域

で
唯
一
滑
走
路
が
あ
る
南
鳥
島

に
接
近
し
ま
し
た
。
患
者
さ
ん

は
テ
ン
ダ
ー
ボ
ー
ト
で
島
に
搬

送
後
、
本
土
に
空
輸
さ
れ
経
過

良
好
と
の
こ
と
で
し
た
。

写
真
に
写
っ
て
い
る
高
さ

二
百
十
三
メ
ー
ト
ル
の
巨
大
ア

ン
テ
ナ
は
、
船
舶
航
行
の
た
め

の
電
波
灯
台
ロ
ラ
ン
Ｃ
の
た
め

の
ア
ン
テ
ナ
で
す
が
、
近
年
Ｇ

Ｐ
Ｓ
の
発
達
で
、
そ
の
役
割
を

終
え
、
現
在
は
解
体
さ
れ
て
消

滅
し
た
そ
う
で
す
。
今
思
え
ば

貴
重
な
写
真
で

す
。七

月
二
十
二

日
、
北
硫
黄
島

南
方
で
、
今
世

紀
最
大
級
の
継

続
時
間
（
約
六

分
間
）
と
言
わ

れ
る
皆
既
日
食

を
観
測
し
ま
し

た
。
本
船
は
気

象
レ
ー
ダ
ー
を

搭
載
し
て
い
な

い
の
で
、
天
気

図
と
海
図
と
目

視
に
よ
り
、
晴
天
の
海
域
を
予

測
し
て
船
長
が
進
路
を
決
定
し

ま
す
。

船
内
は
朝
か
ら
慌
し
い
雰
囲

気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
同
乗
し

て
い
た
歌
手
の
伊
東
ゆ
か
り
さ

ん
や
専
属
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
の

ダ
ン
サ
ー
た
ち
も
大
声

で
話
を
し
て
い
ま
す
。

日
食
観
測
用
の
フ
ィ
ル

タ
ー
が
全
員
に
配
布
さ

れ
、
合
図
が
あ
る
ま
で

は
直
接
太
陽
を
見
な
い

よ
う
に
と
の
注
意
が
何

回
も
放
送
さ
れ
ま
す
。

写
真
は
皆
既
日
食
を
目

視
で
き
る
数
分
間
の
間

に
、
普
通
の
デ
ジ
カ
メ

で
撮
影
し
た
も
の
で
す
。

船
内
で
は
、
盛
り
だ
く
さ
ん

の
企
画
、
講
演
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
紙
数
の
関
係
で
、
特
に

印
象
に
残
っ
た
ド
ナ
ル
ド
・

キ
ー
ン
博
士
の
話
を
紹
介
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

博
士
は
一
九
四
九
年
に
論
文

「
近
松
門
左
衛
門
の
国
姓
爺
合

戦
の
研
究
」
で
博
士
号
を
取
得

し
、
同
年
か
ら
四
年
間
、
京
都

大
学
大
学
院
に
留
学
さ
れ
ま
し

た
。
二
〇
〇
八
年
に
日
本
の
文

化
勲
章
を
授
与
さ
れ
、
日
本
文

学
に
造
詣
が
深
い
学
者
で
す
。

博
士
の
最
初
の
日
本
語
の
仕

事
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
中

に
、
日
本
軍
が
敗
走
し
た
あ
と

に
遺
棄
さ
れ
た
日
本
兵
の
手
紙

や
日
記
類
を
解
読
す
る
こ
と

だ
っ
た
そ
う
で
す
。

米
軍
で
は
一
般
兵
士
が
日
記

や
手
紙
を
書
く
こ
と
は
、
軍
事

機
密
上
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で

し
た
が
、
日
本
軍
は
奨
励
し
た

よ
う
で
、
膨
大
な
量
の
手
書
き

の
日
本
語
書
類
を
読
み
解
く
こ

と
は
、
非
常
に
勉
強
に
な
っ
た

そ
う
で
す
。

博
士
は
一
九
四
三
年
（
昭
和

十
八
年
）
に
北
太
平
洋
の
ア
ッ

ツ
島
や
キ
ス
カ
島
に
派
遣
さ
れ

た
そ
う
で
す
。
ア
ッ
ツ
島
の
日

本
軍
は
米
軍
総
攻
撃
の
前
に
全

滅
し
、
大
本
営
が
「
玉
砕
」
と

い
う
用
語
を
使
っ
た
最
初
の
全

滅
作
戦
で
し
た
。
キ
ス
カ
島
の

日
本
軍
は
奇
跡
的
な
好
運
に
よ

り
、
全
員
撤
退
し
ま
し
た
。

雑
誌
『
飛
鳥N

o71

』
の
中

で
、
博
士
は
「
私
と
戦
友
は
最

初
た
っ
た
二
人
の
前
哨
隊
と
し

て
キ
ス
カ
島
上
陸
を
命
じ
ら
れ

た
。
や
が
て
部
隊
も
着
い
た

が
、
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
は

『
ペ
ス
ト
患
者
収
容
所
』
と
書

か
れ
た
看
板
（
日
本
語
）
を
発

見
し
た
こ
と
だ
。
私
た
ち
は
大

慌
て
で
本
国
に
血
清
の
輸
送
を

頼
ん
だ
」
と
書
か
れ
て
い
ま

す
。
後
日
談
で
す
が
、
こ
の
看

板
は
日
本
軍
軍
医
の
策
略
に
よ

る
落
書
き
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

一
九
二
二
年
生
ま
れ
と
い
う

ご
高
齢
で
す
が
、
船
内
図
書
室

や
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
で
、

日
本
語
の
文
学
書
を
熱
心
に
読

ん
で
お
ら
れ
る
姿
に
は
感
銘
を

受
け
ま
し
た
。

会員リレーエッセー         ◆◆ 138◆◆

河野　晃（金沢市・小児科） 

21
船内では盛りだくさんの企画や講演会が 

原
稿
募
集
中　
趣
味
や
旅
行
記
、
医
療
・
福
祉
に
関
し
て
や
平
和
、
環
境
問
題
に
つ
い
て
な
ど
、
会
員
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
事
務
局
の
杉
野
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
0
7
6
（
2
2
2
）
5
3
7
3

指
導
よ
り
も
禁
煙
支
援

村
田　

祐
一
（
金
沢
市
・
小
児
科
）

2009年7月22日、北硫黄島付近で
皆既日食を観測

日本最東端の南鳥島、巨大なアンテナがあったが
その後解体された

囲 碁

（解答は2面にあります） （解答は2面にあります） 

持
駒
　
銀
銀 

黒先　10分で二、三段以上 
〈ヒント〉 黒1、3の好手段で二眼を 
 作ります。 
  

〈ヒント〉王方の合駒に注意する。 
 10分で二段 

■出題　九段　石榑郁郎 
■出題　九段　西村一義 

123456

一 

二 

三 

四 

五 

六 

中級編 中級編 

玉 

桂 香 

歩 
歩 

飛 
歩 

角 

数 独 数 独 SUDOKU

二重枠（2つあります）に
入った数字の合計はいく
つになるでしょう。 
【ルール】 
q空いているマスに、1から
9までの数字のどれかを
入れます。 

wタテ列（9列あります）、ヨ
コ列（9列あります）、太線
で囲まれた3×3のブロッ
ク（それぞれ9マスあるブ
ロックが9つあります）の
どれにも1から9までの数
字が1つずつ入ります。 

（答え2面） 
パズル制作／ニコリ 

4 9 1 6
7 2 5 3
1 □ 5
2 6 4 8

8 7
3 2 8 4

□ 1 2
5 6 7 4

4 9 2 6

訂
正
と
お
詫
び

先
月
号
本
記
事
の
見
出

し
に
誤
植
が
あ
り
ま
し
た
。

訂
正
し
て
、
お
詫
び
致
し

ま
す
。（
編
集
部
）

十
九
面
左
上
の
サ
ブ
見

出
し
「
ホ
ノ
ル
ル
に
寄
稿

し
て
」
を
「
ホ
ノ
ル
ル
に

寄
港
し
て
」
に
訂
正
。


